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〇要配慮者等への支援

単身高齢者安否確認事例

•高齢単身者の安否確認については、各自治体で苦慮し
ているところですが、令和元年台風19号（東日本台
風）での長野県の取り組みが「功を奏した」良い事例
になるかと思います。

•湯井が実際にヒアリングを行った長野県佐久穂町では
長野県と消防が一緒になって実施している「災害時支
え合いマップ」の取り組みを行っていました。

• ttps://www.pref.nagano.lg.jp/chiiki-fukushi/kenko/fukushi/fukushi/sasaeai.html

資料３
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•台風による大雨でレベル３が発令されるタイミングで、
消防団は町の全戸に対し避難の呼びかけを行いました。
集合住宅の全戸のドアをたたくなど、本当に全戸に対
する呼びかけとなりました。

•また、町が用意していた災害時避難行動要支援者名簿
とは別に、区ごとに住民支え合いマップを作り、誰が
誰を支援するということを決め、避難先だけでなく
ルートも決めていました。

•マップの中で要支援者は3つの分類（家の色分け）がさ
れています。
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①青色：呼びかけだけで移動が可能な世帯

②黄色：手を引いて移動する世帯

③赤色：担いで（車避難）移動する世帯・・・車避難

の多くは消防団が担い、一部は福祉避難所を設

置した町立の老健施設が担いました。

•住民で共有する情報は手助けの種類で、個人情報は極
力含まれていなく共有しやすい工夫がされています。

•また、このマップは住民地図を使ったワークショップ
の中で、住民の同意のもとに作られました。ワーク
ショップに出られていない世帯は白色で記載されてい
ます。
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•このマップは毎年更新されます。

•佐久穂町は激甚な被害を受けましたが、このマップに
よる避難支援により早期避難を実現させ、一人の犠牲
者も出しませんでした。

•この支え合いマップは要支援者の個別避難計画を地図
で作ったものであり、マップ作製のプロセスはまさし
く地区防災計画の策定です。

•非常に良い取り組みだと思われます。



研究対象：長野県佐久穂町の概要と被害
出典：障がい者、高齢者の早期避難についての実践事例～長野県佐久穂町立老人介護施
設さやかの事例～（地域安全学会2020年度春季研究発表論文）

 2019年10月11日 上石堂観測点で５５７ｍｍを観測（11日22時～最

大24時間雨量／年間降水量（877㎜）の約６０％）

 人的被害（死者・行方不明者）なし
 全壊１２棟 半壊52棟 一部損壊5棟 床下浸水72棟
 避難所・避難者数 ピーク時10カ所（避難者1,120名 460世帯）
 道路被害17カ所 橋梁5カ所 林道95カ所

上石堂
観測点



日付 時間

7:40 暴風警報（長野全域）大雨警報（佐久地域）

9:00 第二次警戒発令、福祉避難所開設指示

9:03 洪水警報（佐久地域）

9:20 災害警戒本部設置

9:40 避難所開設の決定、順次避難所へ職員の派遣

10:00 防災行政無線で避難所開設を広報

13:05 土砂災害警戒情報

13:51
避難勧告発令：大日向地区（281世帯、681人）

14:30 避難準備情報発令（大日向地区を除く）：4,051

世帯、10,344人）

15:00 災害対策本部設置

15:10 洪水予報（レベル4相当）千曲川：佐久市塩名

田、上田市上田

15:25 洪水予報発表（千曲川）

15:30 大雨特別警報発令（長野県）

16:41 避難指示発令：余地地区

避難指示：千曲川沿線の地域

千曲病院：停電中自家発電対応中

その他施設：被害報告なし

19:10 余地ダム：越流開始

19:15 避難指示：余地川沿線の地域

19:34 避難指示：抜井川沿線の地域

21:30 大日向地区に停電による断水（281戸、681人）

23:05 余地地区に停電による断水（135戸、363人）

13日 2:35 畑ケ中区　断水（1戸）

日時
佐久穂町の対応 消防団の対応

12日

58区全区における状

況調査とフェイスブッ

クによる情報共有

58区全戸への避難呼

びかけ、避難所への同

伴、車での輸送

17:40

佐久穂町の対応
出典：障がい者、高齢者の早期避難についての実践事例～長野県佐久穂町立老人介護施
設さやかの事例～（地域安全学会2020年度春季研究発表論文）

抜井川周辺の被害
2019年10月17日湯井撮影

出典：長野県災害対策本部資料より抜
粋



福祉・医療的ケアを支えた避難支援：佐久穂町消防団の対応
出典：障がい者、高齢者の早期避難についての実践事例～長野県佐久穂町立老人介護施設さ
やかの事例～（地域安全学会2020年度春季研究発表論文）

災害時住民支え合いマップ
各地区消防団員、区町会、民生委員等により、
「地縁関係者の知りえる情報」で作られた名簿

支援内容によるランク分け（3ランク）
●：声かけで移動 ●：手を引いて移動 ●：担いで移動

消防団による全戸避難の呼びかけ
全町民への避難の呼びかけと避難支援

避難支援（車輛での搬送）
指定避難所への誘導、搬送
福祉避難所・病院への搬送は福祉車両（老健施設さ
やか）に依頼



出典：長野県伊那市「住民支え合いマップ作成の手引き」より



外国人居住者支援事例

•外国人支援というよりは、自分たちで自分たちの防災
を考えようという取り組みも散見されてきました。

•次のスライドは、熊本大学に在籍する外国人留学生に
より立ち上げられた防災組織です。

•外国人留学生と日本人学生との交流を通じて、災害時
の互いの困りごとと解決策について協働している良い
事例だと思われます。

• https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/kouhoushi/kumadainow/people2/2017/p180309
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